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パスカルとサン・シラン（2）
2． ポール・ロワイヤルとの接触
PASCAL　ET　SAINT－CYRAN（2）
Tamotsu　TANABE
Ar　　　，Resume
　　Aprさs　6tre　venuきParis　en　1647，　avec　sa　soeur　Jacqueline，　pour　rem6dier　mie鷺x　a　sa
maladie，　pascal　est　entr6，　par　l’interm6diaire　de　M。　Guileber乞，　en　coRtact　avec　les　Messieurs
de　Port－Royal．　Mais，　pour撫t，　il　s’est　trouv6　en　d6saccord　avec　1’abb6　de　Rebours　sur
l’util1t6　（lu　raisonnement　b三en　construit　pour　nous　porter　a　croire．　On　pourrait　en　soupgon－
ner　plusieurs　causes，　mεしis　sa　nature　d’ind6pendance　et　la　passi◎n　un　peu　trop　apostolique
de　l’abb6　aura圭ent　entra短6，　d　coup　stir，　cette　s6parat三〇n　infortun6e．　A　Mo11　avis，　sa　foi　une
fois　retrouv6e　h　l，occas三〇n　de　la　‘‘premiさre　convers至on”　mais　pas　con至irm6e　par　le　directeur
de　Po耽一Roya圭，　b　ca纂se　de　ce　schisme　qui　lu玉avait　laiss6　au　fond（iu　cceur　une　grave　bles－
sure，　il　a　pris　sa　fuite　6ph6mさre　dans圭a　soci6t6　mondaine，　Au　cours　de　Yann6e　1648，　il
a6crit　tro三s　lettres　adress6es　5　Madame　P6rier，　sa　soeur　ain6e，　en　lui　falsant　part　de　soロ
δissentiment　malheureux　avec　M．　Rebours　et　en　lui　exposant　ses　sent三ments　sur　quelques
conceptions　th6010giques。∫e　su三s　s血r　que　ses　opinions　sont　comp蹴ement　impr6gn6es　de
pens6es　caract6r圭st呈ques　de　Saint－Cyran．　N◎登s　essayerons　de　les　analyser，　d’en　6claircir
les　sources　autheRtiques　et　enfin，　de　d6gager　quelques　id6es　principales　qui　inspirent　les
Pens6eS：citons，　ti　titre　d’exemples，　choses　corporelles　consid6r6es　comme玉mages　des
sか三rituelles，　n6c6ssit6　de　pur三fier　toujours　玉’int6rieur，　notre　d6pen（蓬ance　perp6tuelle　de　la
mis6ricorde　de　Dieu．
（1）
　　1647年5月1）ブレーズ・パスカルは，妹に附添われ，父に先立ちルーアンからパリへ出た。姉
ジルベルトの伝記にも記録されているように，この当時£24歳頃であった」ブレーズは，常人の
想像を絶した重症に苦しめられていた。パリ出京の第一の理由は，病気の悪化に伴い良医にっく
ためであったという。かれの苦痛の烈しさは，そばで見ているだけでも「まさに業苦と雷える程」
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であった。わたしたちはまずこの時期において，病苦の深化と完徳を目ざそうとする一途な求道
の願いとが一致していることに注意しておきたい。ジルベルトも，　r弟は，いよいよ神の御旨に
かなう道を求めつづけ，キリスト者の完全をねがうその思いは，24歳の頃から一段と燃えあがっ
て，とうとうわたしどもの家族全部にまで広がって行ったのでした……j　f……つまり，弟はも
はや徳を学ぶこと以外にどんな学問にも心を向けまいと思っており，病苦を遜じてこそ，この建
徳の道がまっとうされるとさとっておりました……」と述べているとおりである2）。「神の御旨に
かなう道ゴと言われ，　「徳を学ぶこと以外に学問はない」という教えは，ポール・ロワイヤルの
指導者サン・シランが，つねにその弟子たちにくりかえし説いていたところである。たとえば，
その手紙の一節にも，
　《Pour　s’avancer　dans　la　voie　de　Dieu，　i王suffit，　au　lieu　de　multiplier　les　connaissances，
（de）multlplier　les　bonnes　ceuvres…》3）
　《…hpropos　de　lui　donner　quelque　chose　de　plus　61ev6　enfin　qゴ玉1　appri撫m6priser　les
autres　sciences…》4）
などと書かれているのを晃ても，うかがわれる通りである。
　パリ到着後は，Saint－Merr三教会に出席していたが，程なくパリのポール・ロワイヤル修遂院
醤属礼拝堂に姿を見せるようになった。サン・ジャック街の礼拝堂に赴くことをすすめたのは，
ルーアン遮郊の師ギユベールであったとも雷われ5），1648年初めにははやくも，ある日曜llの晩
蒋の聴に祈るパスカルの姿が箆られたと伝えられている。当初はただ，礼拝に出席し，サングラ
ン師の説教に深い感激をおぼえているだけであったが，やがて再びギユベール師の紹介で臨接サ
ングランに接近するにいたる。サングランは，特に知的教養も神学的素養ももたぬ人であった
が，その高い見識と，力強い熱情，超自然的な感覚で人々をみちびいており，　「まれに見るすぐ
れたたましいの師，サン・シランの精神の直接の継承者」といわれる有徳の指導者であった6）。
パスカルは，師の高い霊性と心にくい入るその説教にひきつけられ，敬意をいだいて近づいたの
であるが，サングランは少壮学者として令名高く，当時まだ團心後iiも浅かったこの24歳の青年
をいくらかおそれる気持から，自ら綴人的な導きにあたることを避け，自分の代理入ルブール師
に託したのであった。こうして1648年1月以来，ポール・mワイヤルの助祭アントワーヌ・ド・
ルブールとブレーズとの接触がはじまるのである。ルブール師は43歳まで世俗のうちに生き，サ
ン・シランにより回心，オーヴェルニュ出身で，パスヵル家とも緊密な関係をもっていた人であ
りながら，はからずもこの人の指導に服することになった結果が，回心後のパスカルの生涯に微
妙な掘折をもたらすにいたるのである。サン・シランは，このルブール師についてヴァンセンヌ
の獄舎に捕囚巾，次のように述べている。
　《Si　M．　de　R⑳ours　me　croyoit，　il　ne　parleroit　jamais含des　gens　qu’il　sauroit畿re　d6－
raisonnab王es…　》7）
　ところで，1648年に姉ジルベルトあてに書かれたパスカルの3通の手紙のうち，特に簸初のも
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の（1月26琳1’）は，かれが初めてルブール師と対爾し，対’話を交わした時の報告であり，そこ
には師に代表されるポール・ロワイヤルの聖職者たちとの間に致命的な感情の翻懸を来たすにい
たった経過がくわしく説明されている。この手紙によると，ルブール師にある懸念をいだかせ，
パスカルにひそかな警戒心をおぼえさせるようになった原因は，次のような内容のことをパスカ
ルが書ったためである。
《…Le　raisonnement　bien　construit　portaltきcroire　les　choses　de　la　foi，　mais　il　avait　soin
d’ajouter　〈quoiqu’il　les　faille　croire　sous　Paide　du　rai＄onnement…　〉・一》8｝
わたしたちはここで，パスカルが理性の全的な是認をし，理性を有効に用いることにより神証明
に達しうることを確僑していたと結論するのは早計にすぎよう。また，『パンセ』の中で理性の
運用にある眼界を設けているのと，この時期の考え方とに段階の相違があると論じるのも浅薄な
見かたであろう。もともと，『パンセ』においても「理性の服従とその利用」が基本的なパスヵ
ルの立場であり，　「理性を否認することほど，理性にかなったことはないj　（fr．367）と述べら
れている反顧，　「理姓の原理にさからうならば，宗教はおろかなものになる」　（fr．358）という
考察も忘れられてはいないのである。そして，宗教の真理を説きつけるための一方法として，理
性のカによる方法があげられ，　「それだけでは議論も弱い」　（fr．378）という留保条件がつけら
れながら，理性のある程度までの有用性の確億がかわらずに維持されていることを知っておきた
いと思う。アウグスチヌスやジャンセニウスにおいても，理性は信仰に至らせる一つの手段とし
て一時的に肯定されており，その考え方を受けついで，はやくも若いパスカルのうちにアポロジ
ストの情熱が見出されることを注意しておきたい。ルブール師への言葉もそういう使徒的な熱心
さが思わず不用意にもらしたものとみなされ，文中に見られる《suivant　les　principes　du
sens　commun》の添え書きによっても，後年の『パンセ』の作者が拠って立った「人間より神へ
の道」の一方途の，萌芽ともいうべき姿勢が発見できる。ところで，他方，パスカルにはたえず
完全を求めるという生来の性質があり，ためにポール・mワイヤルとの闘係にも静的な，まった
き随順が初めからあらわれてこず，いつもかれが不満や動揺を抑えきれずにいた。それというの
も，かれが対象にしていたのは，隠士たちでもジャンセニスムでもなく，「サングラン師とすら
離れていたい気持があったのではないか」と推断するのは9’，いささか見当違いであろうと思わ
れる。わたしたちは，この手紙の中にも微妙にあらわれている，パスカルのいくらか自己弁明に
も近い感情のためらいと，反省の調子に注意しておきたい。《…enfin，　aprさs　y　avoir　b圭en　son－
96　je　n’y　trouve　qu’une　obscurit6　0h　昼serait　dangereux　eヒdifficile　de　d6cider，　et　pour　moi
j’en　SuSpendS　entiさrem・nt　m・n　lUgem・nt，　aZttant　a　cause　de　vaa／faiblesse　que％m・n　manqtte
de　connaiSSαnce…》1G）
　パスカルは，ポール・mワイヤルの指導者たちが，新しい入門者に対して謙虚を要求したこと
に反抗したり，その独特な不覇の姓格ゆえに，自分自身の主張を強弁しているのでもない11＞。む
しろ，譲歩的な表現を用いてかれが承認している事実の方にこそ，自を留めなければならないで
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あろう。わたしたちはそこに，　「最初の回心」以後，かれが受けとめた鱈仰の稟理，ジャンセニ
スト的な宗教の本質理解の諸特長を見てとることができよう。ブーリエ師との不幸な感情的衝突
によって，ポール・ロワイヤルとの最初の接触に，ひそかな・奇妙な疎隔があらわれはじめるの
である。第2の手紙（1648年4月lH付）は，ジャックリーヌと共岡の署名になっているが，こ
こにも兄妹の間に何かのいざこざがあったらしいことがうかがわれ，第3の手紙（隔年11月5矯
付）も，事情不開でああるが「こみ入った事件」について触れている。これ以後1652年1月ジャ
ックリーヌの修道院入りの際のブレーズの激昂，1653年妹の持参金設定にあたり，かれが示した
理不尽ともみえる反対ぶりは，かれの内心に渦巻いていたある葛藤を確かに裏憲きしていると愚
われる。それでいて，1654年夏から秋にかけて，決定約回心直前の精神的危機の時期にも，かれ
はポール・ロワイヤルの指導者たちのだれをも訪問しようとせず，ただ妹ジャックリーヌだけに
ひそかに内なる苦悶を打ち明けつづけた。こういう一連の経過が起るにいたった原囲は，ブーリ
エ師がブレーズをみちびくにあたって，この知性的にすぐれた青年に対し，いくらか慣翼的に，
過度の伝道の情熱をもってあたったことにあるのではないかと想像される。ブレーズとしては，
十分ブーリエ師の言葉の中にある正しさをさとることができたはずであるが，独力で事柄の内容
を半蜥し，是非を裁定しうる程のこの強い精神にとって，こういう些細な一つの論題のみを根拠
として，全嘱的に入格の立場を否定しさろうとする宣教者の独断にがまんができなかったのであ
ろう。ノエル神父との論争においても，厳正な推理力と明確な分析力をみごとに示しているかれ
のことであった。ル・パイユール氏あての手紙によってもうかがわれるように，明らかにかれ
は，判断力の劣った相手に対してひそかな軽侮の念と，いくらか高みに立って相手を箆下そうと
する誇らしさの感じとを内心に抱いていたのである。
　《…mais　comme　elles　t6moignent　plut6t　qn’ilガente鷺d　pas　ma　pens6e，　que　non　pz　s　qu，il
la　COntredise。・・》12）
　サン・シランの教えは，霊的指導者へのまったき随順を要求するものであった。ブレーズは表
面的には服従の態度を示しつつも，内心の動揺を抑えきれず，一たんポール・Wワイヤルの関係
者たちとの問にひらいた疎隔感は，かれの心の中でより深い敬慶への徹底を阻む，何らか知性の
激慢の一種のように，否定的にはたらいたとみなされる。かれが，心の底から《Soumiss三〇H　to・
tale…》を告白するにいたるのは，1654年11月の決定的な夜を待たねばならなかった。1649年以
後，ブレーズの霊的生活については，その進展ぶりを伝える資料がまったく欠けているのである
が，おそらく病の悪化とともにいよいよ自己の内部に人間存在の矛盾と危機の意識を痛烈に実感
せしめられ，この欠如をおおう儒仰の真実をますます具体的に体験していたであろうに，実生活
においては，科学研究へのあらたな没頭と，社交生活への耽溺という事態があらわれているので
ある。クリスチナ女王に計算機をささげた手紙の巾に溢れている，ことさらに阿談と自負にみち
た調子に注騒しておこう。また，社交生活の醐始を，ジルベルトは医師のすすめという理由に帰
しているが，そこには，ポール・ロワイヤルとの不幸な衝突からうけた傷あとをカバーするため
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というかくれた，内的な動機がなかったとは断書できない。一たんは，知的にせよ　me心の機会を与
＝ンブイルメ
えられながら，その儒仰がしかるべき指導者によって「墜められて」行かなかったため，臼己内
部にいよいよ大きく裂け切れて行く二律背反の苦悩にたえ切れず，ブレーズは「社交界」へと逃
避して行ったのではないかと考えられる。決定的圓心の直前に書かれたとみられている小昂『罪
人の罎心について』の申にも，神によって既に触れられていながら，　「この世の世の虚栄を離れ
られず」，その「楽しみの申にあっても，不安にたえずおそわれていた」時期についての園想が
含まれているが3），パスカルのいわゆる社交生活がこの内心の苦閣を秘めかくされつつ営まれて
いたことを寛のがしてはならないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　1643年，サン・シランの死後，かれが与えた霊的な深い知識，聖なる生活の模範などが周闘に
あった人々に強い即象を残し，その言葉は莫の託宣であるかのような，非常な崇敬を集めていた
という．加えて，1643年刊のアルノーの著作《La　Frtiqttente　Communion》の影響もあったの
であろうか，ポール・ロワイヤルは，サン・シランの遺徳をしのぶ人々を多数ひきっけ14），隠士
たちの数も増え，修道醗も拡張され，三たび選出されたメール・アンジェリック院長のもと，故
人の残した感化のもとにかおり高い霊的生活が鴬まれつづけていた。この隠期にパスカルはポー
ル・wワイヤルと直接に接触したのであり，1648年，園心直後のパスカルがしたためた前記の3
逓の乎紙はよくこの雰囲気を反映していると思う。いくらか新しい入信者らしい感激と熱中が婆
られるにしても，あたかも使徒的な熱情をこめて説教口調で，ジルベルトに宗教の諸真理を説き
つくそうとしているかれの調子には，たしかにサン・シランの手紙にも浴れていた伝道者の情熱
がのり移っていると雷えよう。わたしたちは，以下にこの3遍の手紙の分析を進めながら，そこ
に洩れ出しているサン・シラン的なテーマをひろい上げてみたい。
　まず，第一の手紙において，姉hS－一たん決意して踏み入った霊的な道に進歩していることをよ
ろこんでいる個所は，サン・シランが揚導にあたった弟子たちに対する態度と同じであるとレル
メも指摘している15＞。そして，それは入力を超えた「支え」があったからこそであり，人聞的な
手段を用いずになされたのであって，臼分の中にはそういうカは何もないという認識は，当然，
ジャンセニスト的な主題の一つである。入間本性の弱さをなげき，　「盲入が蕎人を手引きする」
現実を憂いているのは，サン・シランの手紙のどこかで読んだ講子を伝えているものにちがいな
いo
　《…Ma　faiblesse　est　si　grande…》16）
　　《C’est　une　chose　d6plorable…　que　notre　faiblesse．　》　（S．C。Ar）　17・’
＊
　《＿j’aurais　droit　de　craindre　pour　nous　deux　le　malheur　qui　menace　un　aveugle　collduit
par　un　aveugle．》1s＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87
　　　《Ii　y　a　un　terrible　sentence　dans　1’Ecriture　laquelle　doit　6pouvanter　ceux　qui　cherchent
la　vraie　voie　qui　mbne　ti　Dieu　qu’un　aveugle　seτv三ra　de　guide　h　un　autre　aveugle　et　que
毛ous　deux　tomberont　dans　la　fosse，　c，cst－ti－dire＜dans　1，enfer＞．》ユ9）
　ここにはやくもうかがわれる魂のおののきに注意しておきたい。パスカルは，ルブール師に対
　し，ポール・ロワイヤル関係の著者を読んでいること，《…nous　6tions　de　leurs　sentiments》
と告白している点からみても，サン・シランの精神の浸透したこの派の著窪に深い共感を寄せて
いることを自ら認めているといえよう。さらに，つづく第二の手紙は，前論文において明らかに
しておいたように2e），サン・シランの《De　la　vocatiOn》と題する手紙を傍において書かれたも
のであり，まったく，このヴァンセンヌの幽囚者の思想をそのまま反復しているといってもよい
ものである。もっとも，デプアメル氏にあてたこの手紙の内容は，司祭職への召命の本質につ
いて扱ったものであり，　「内的な召命」の必要を力説し，当時に真の召命が如何に欠けていたか
を追及したものであった。パスカルは，その文体が「非常に高揚した」　（relev6）ものであると
感想をもらしており，かれの受けた感動の余燧をうかがわせている。ただし，姉あての手紙の内
容は，このサン・シランの手紙の内容とは直接の関係はなく，　「召命」についてとくに解議をほ
どこしたというようなものではない。
　第二の手紙は，後年《Pensdes》の基本的な思想となったいくつかの考え方の萌芽が示されて
いる点で，大へん重要なものであろう。たとえば，次のような諸点である。
イマー’ジユ
　1）物体的なものは，霊的なものの影であり，被造物が霊的なものにいたる機縁になるとい
う，象徴主義。
　2）　自然は神を愛する者には神を明らかに示し，神を知らぬ者には神を隠すという，この世の
頽落の結乗としての「暗さ．｝。
　3）イエス・キリストのからだの一部として僑仰者のつくすべき義務，キリスト者の完全。
　これらの諸主題がいずれも，サン・シランの教説のうちに随所にくりかえし主張されているも
のから取り出されてきたことは，勿論，言うまでもない。わたしたちは以下に，その典拠のほん
の数例のみを列挙することにしたい。
　1）　《corpore1》一《sprituel》とし・う語の区別は，たとえば手紙XLII，　LXXXVHなどに
見られ，もともとアウグスチヌス的な概念であって，サン・シランにもしきりに愛用されてい
る。
　　《…plusieurs　circonstances　particuliをres，　o銭reluisent　quelques　marques　visibles　de　son
invisible　volont6…》（S．αH）．
　　《…la　grAce　de　Dien　a　chang6　soll　coeur＆commenc6きluy　donner玉e　premier　goust
des　choses　spirituelies．》　（5．　C　．　XLIX；「）．
　この考え方はパスカルの霊的教説のいわば原型であり，《PeRSがes》494，519，530などに見ら
れる象徴論に発緩する。　「完全な失墜1によって，まったく光を炎ったのではなく，いわば「獄
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禽」にあるごとく，この地上的なものの巾につながれているにすぎないのである。
　《…nous　devons　nous　consid6rer　comme　des　criminels　dans　une　prison　toute　remplie
des　images…》21）
　《…Rous　sommes…dalls　la　captivit6　des　cr6atures…》　（S．C．LXX）．
　2）　　「隠された神」　（イザヤ45：15）の観念は，《PeMsees》fr．49などにおいて，パスカル
に親しい観念であることは澗知の通りであるが，サン・シランもその手紙の中で，たびたびその
ことを述べている。
　《Dieu　habite　dans　des　t6nさbres．》22）
　《…dans　un　obscurcissement　p6nible，　sous　lequel　ii　se　cache…》　（S．C．欄）．
　またまた，fr．439，440，442などをはじめ，入間の荷臼ぶりをえがいた《Pensをes》の断一章は
数多いが，これもまた，サン・シランのテーマにほかならない。　r…晃ることをねがう入たちに
は，光は十分にあり，それと反対の気持の者にはたっぷりと暗さがある」（309）という考察は，
確かに次のような言葉の反響であろう。
　《・・。que　ceux　qui　voyent　ne　voyent　po三nt；et　au　contraire，　que　ceux　q窺l　ne　voyent　pQint，
voyent…》　（S．C．VD．
　　《．．．1，aueuglement，　dans　lequel　viuent　玉es　plus　clairv◎yans，　et　les　sages…　》　　（S。C．IV）．
　3）　イエス・キリストの肢体（676，684，688など）として，それにふさわしい者となり，自
己を憎み神を愛せよという教え（689，699）は，《Pens6es》の第26章「キリスト教の倫理jの
中にくりかえして述べられている。ペリエ夫人あて第2の手紙の中に，世に属する被造者は愈己
の分に甘んじていてもよいが，キリスト者は，自分のpuret6とperfectionに限界をおいては
ならないと説かれているのは，この呉体的な実践倫理の最初の自覚であったろう。サン・シラン
もまた，
　　《。・・la　puret6　de　son　】Evangile　sur　lequel　neantmoins　tous　les　Chrestiens　seront　jugez…　》
（s．c．樋）．
　　《…　i！y　faut　une　s三grande　puret6　de　coeur》　　（S．C．XI）．
と語り，手紙LXIVではperfectlonの要について述べているほか，　Wにはパスカルと同じマタ
イ5：48の聖句を引用している。
　《…les　perfections　div三nes，　qui　doivent　neantmo三ns　estre　toutes，　selon　l’Evangile，　le　mo－
d61e　de　ceux　qui　vivent　en　vrays　chxestiens…＜soyez　parfaits，　dit　Iesus　Chxist，　comme　vostre
王）ere　qui　est　au　Ciel，　est　parfait＞．》　　（S．C．VI）．
　この手紙の時期に，パスカルがここまでサン・シランと同じ口調で，ほとんど同一の信仰内容
を説いているという事実は，直接また問接に，かれがこの先駆となった人の教えにどこまで深く
親灸していたかを示すものであろう。とくに，第2の手紙は，失われた神と薙落した本性の実状
を赤裸にえぐり出す《PeRsees》の弁証論の基本的な方向の土台ともなっている，この世の「暗
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さ」の実態を鋭く見究めていることによって，パスカルの恩想金体との関連においても箆逃すこ
とのできない重要な文献であると雷えよう。わたしたちは，別の所で，この「暗さ」の意味を丹
念にたずね，そのサン・シラン的思想との交点をさぐってみるはずであるが23），ここでも何より
「内なる召命」として，内的人闘の完全な変輩を求めるその信仰の特異な形態をしっかりと見す
4rt一ジユ
えておきたい。霊の影をうつすこの世の薄明の中に，真の光とr愛」をねがい求めようとする
姿勢こそ，サン・シランからパスカルに通ずる独醗なミスチックの系譜なのである。
　なお，この乎紙の中に，もう一偲所，サン・シランの名が引胴されている所があり，そこでは
「霊による新生」のEilを，真のf初め」としたかれの雁語が引かれているのであるが，この語も
「圃心」を生涯の明瞭な転1幾としてとらえていた厳密なかれの考え方をうかがわせるものである。
　《…au　commencemeRt　de　sa　conversi◎n．》（S．C．1）《…en　ces　premiers　commence一
鶏磯s》（m
（3）
　第3の手紙は，前2通とちがい，ジャックリーヌとの共罵執筆の形になっている。ここでもま
た，わたしたちはひとしく，サン・シランの《imitation　partiCullbre》（Lhermet）を感じとる
ことができる。レルメは，さらにそれを《adaptation　de　96nie》であると雷い24），特に手紙第2
　　　　　　　　　　スウルス
巻の38e－461　A°　一ジを源流として指摘している。第3の手紙に顕著にうかがえるのは，神とその
恩籠のみがすべてを導くという一貫した主張であり，これは後年，たとえば，《Pribre　Pour　de－
mander　d　Diett　le　bon　usage　des　maladies》などに，より胸を打つpath6tiqueな調べを伴っ
てもれ出すあのトーンと同じ種類のものである。たえずこうして紳の恩寵を薪たに求めっづけね
ばならないとする神中心主義，愚寵の内的な働きを重視するこういう考え方は，当然，まず直接
フレミ’yスマン。7ンテt｝泣一ル
的に，サン・シランの手紙に浴れているあの「内的なおののき」を反映しているものである。教
理的な特長もさることながら，何よりもここにも移し植えられている同じ精神の律動に注葱すべ
きであろう。《…ils　sont　les　maitres　dont　les　autres　sont　les　disciples．》25）という一行には，
師サン・シランの霊性の後をつぐ「弟子」であるという臼覚が，ひそかに告白されているような
気がする。
　第3の手紙は，冒頭ジャックリーヌのポール・ロワイヤル修道院入りの決心をめぐってのいざ
こざについての報告からはじまる。次にパスカルが，神のみが真に教えうるので，人が恵みを伝
えうると考えてはならないとジルベルトに説いている所は，いかにも新しい改宗者らしく高飛車
で激越な調子がこもる。そして指導者の選択と，指導者への尊敬・服従をすすめている個所にい
たる。こういう霊的な指導者の必要はサン・シランも何度も語っていたことであり（たとえば，
S．C．1），弟子たちにまったき随願と禁敬をもくりかえし要求している（S．C．XXI，　XXII，　XXL
II，　XXIV，　LXXVHなど）。また，サン・シラン灘身も，こういった娠導者としての矯熱と麹覚
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をもっており，臼らに指導がゆだねられたポール・ロワイヤルの修道女たちに対しても，むしろ
専制ともみえる強いカをふるったことがうかがわれる26）。パスカルの場念，深く心の底に受けと
められたこういう振導者への服従の義務感はやがて，『メモリアル』におけるあの一途な誓いの
需となって結実する。
　《Soumissien　totale…hmon　directeur．》
　このあと，手紙は一転して，恩寵のたえざる流露（continuation　de　Yinfusion　de　la　grace）
がなくてはどんな義の実をも生むことができないことを，詳細に切々と論じっくし，手紙金体の
中枢部をなす。　f恩籠」の問題が，ジャンセニウスからサン・シランに通じる神学思想の中心的
な関心の的であり，また，当時冬派の論争の焦点になっていたことは言うまでもない。パスカル
のこの手紙は，さほどに専門的な内容のものではないが，不断の恩寵の更新と，聖霊による内な
る感化を強調している点，たしかにジャンセニスト的な恩籠の有効性（efficace）をいくらか重
視している傾きを感じとることができる。恩寵が具体的・現実的に内に働いてあらわれる結果の
大切さを力説している点，　「心情の宗教」の儀値を発見した実践考サン・シランのミスチックな
態度を受けつぐものと断需してもよい。乎紙中に見出される《…par　le　mouvement　int6rieur　de
D三eu》の雷葉は27），サン・シランがたびたび語った《mouvements　int6rieurs　de　1’amour》に通
じるものであり28），このような恩寵の《un　particulier　mouvement》（S．C．XDなしに善業を果
すことができず，維捲しえないという愚罐絶対の考え方につらなることをうかがわせる。
　《＿des　graces　de　Dieu，　salls　lesquelles　il　ne　se　fait　point　de　bonnes　ceuvres．》　（S．C．L－
XXV）．
　こうして，パスカルもまた，《miracuieux　effets　de　Grace》（S．C．LXXV）について述べた
サン・シランにならい，たえず翌福の状態を新たにしたもう《un　effet　et　une　suite　de　la　gra－
ce》に図をとめようとするのである。
　《…il　faut　que　la　m邑me　grace，　qui　peut　seule　en　d◎nRer　la　premiさre　intelligence，1a　con－
tinue　et　la　rende　t・oujours　pr6sente，　en　ia　retragant　sans　cesse　dans　le　cceur　des　fldbles
pour　la　faire　toujours　vivre・一》29）
　《…si　Dieu　ne　l’a　engag6　par　sa　gr｛tce．　a　la　con（luire，　il　trauaille　en　vain＿》　（S．C．11）
　そして，この恩寵の働きが～たん中断されるならば，そこにはおそるべき霊的餓渇状態が出現
する。
　《’・・Puisque，　s’il　en　interrompt　tant　soit　peu　le　cours，　1a　s｛≦cheresse　survient　n6cessaire・
me跳…》3°）
　　《…　comme　les　jardin　qui　sont　en　vn　lieu　sec，＆　oU　il　ne　oi　leut　que　rarement，　demeurent
tousiours　secs　e亡arides…》　（S．　C．　LXXV）
　そこで，パスカルはつねに内を清めることを鋭き，この「薪しいぶどう酒」を受けるためにた
えず新しくされてあること（renouvellement　assidu）の必要を主張する。サン・シランの手紙に
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も，《renouvellement　de　votre　coeur》をすすめ（LII），《des　Graces　nouvelles》の必要を述
べている餌所（LIH，　LXXなど）が，実に多いことは容易に発見しうる。
　　《EIle　se　（loit　disposer　き　faire　un　renouveliement　g（≦n6ral　de　tQute　la　vie》　（S．C．1）
　　《…　nul　juste　ne　saurait　faire　sans　la　grftce　continuelle　de　Dieu》31）
　パスカルも需うように，「この愚寵はただ，祈りによってのみ特に与えられる」のであり（S．
C．m），また，恩誠の内なる働きをもたらすものは「窒霊jにほかならないと言えよう。
　　《…　sans　l’esprit　qu宝les　doi毛vivifier．》32＞
　《Dieu　leur　donne　cette　grace　actuelle，　c’est道一dire　un　mouvement　et　uRe　affectlon　form6e
dans］e　coeur　par　Ie　Saint－Esprlt，　qu三n，est　autre　que　cette　gx含ce…　》33）
　さらに，パスカルは，紳が外的な手段を用いて内なるものを理解させようとなさる場・禽もある
ことを語り，そのための準備として十分な「心の配趣をととのえるべきことを論じ，しかるべ
き心のそなえとともに聴くとき，どんな無知な者でも神の言に感動を受けると述べているQこの
ことは，外にあらわれた僑仰の修行よりも，よき心のそなえこそ何より大切であるとする後年の
主張（《SePtibMe　Lettre　di　Mlle　de　Roannez》にも通じて行くものであろう。
　　《…　apPortent　Plus　de　fruit　き　celui　qui　s’y　apP玉量que　avec　plus　de　disposition・・・　…　》34＞
　《…se　tenant　dans　1’610ignement　du　monde，　qui　est　une　des　principales　condition　de
cette　vie　on　a　la　vraye　disposition…　　c，est　aussi　en　cette　sorte　de　pr6paration　que　consiste
le　princ｛pa王de　la　vertu　de　1’Euangile…》　（S．C．L）
　愚寵をむかえ入れる内なるそなえをととのえること，いわば「源泉を濾めること」（《purifier
la　source》モーリヤック）がパスカルにおける倫理の究極であったとしたら，そういった内的
純潔の要求を極度にきびしく主張したサン・シランの教えに，かれがどれ程にか深い決定的影響
を蒙ってきたかは，もはや自i男の理であると書えよう。
（4）
　これら3通の手紙を一続して，だれしもの感じる最初の際象は，サン・シランを頂点の指導者
とする当時のポール・ロワイヤルの霊的雰囲気のうちに，パスカルがほとんど完全にひたされて
いるという感じであろう。しかも，いくつかの特長あるジャンセニスムの教理を，単に生硬なド
グマとして継承しているのではなく，これらの文章を内倒から生かしている新改宗者の情熱，ま
た，他者を説得し導こうとするアポロジスト的姿勢の芽生えに注闘しておきたい。サン・シラン
は，コニェ師によれば，思想史的にはジャンセニウスよりも，むしろベリュルのアウグスチヌス
主義を受けついでいると言われる35）。そして，ベリュルが何より努めたことは，入々を創造主な
る神へのr謙虚な依拠」　（d6pendance　humble）へと連れ渓ってくることであり，すぐれて
《pratique》な性格をもっており，　pldt6の諏に特に働きかけることであったという。それゆ
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え，マルグリット・ペリエもまた，この陪期に自分の叔父が，《des　sentiMentS　d’une　veraie　et
SO｝ide　pi6te》の影響を受けたという表現をしているのである36）。それは，厳粛なジャンセニス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ
ム教理の客観的な認識であったというよりも，saintet6への道に具体的に勲覚をもって一歩をふ
み出したということであろう。　「最初の回心」とともに，パスカルはサン・シラン的な霊的修業
　　　　　　　　　　　　フレミツスマン
の道のきびしさを，あるヂおののき」とともに，おぼろげ乍ら学びとったと言えよう。なぜな
ら，次のような言葉を残している人の強烈な人絡的感化は，たとえ問接的にせよ，書物と環境を
遜じてにせよ，必ずやなんらかの深い刻印を心にもたらさずにはおかないはずだからである。
　《Dleu　a　voulu　que　j’enseignasse　la　P6nitence　aux　autres　plut6t　par　mon　exemple　et　par
mes　souffrances　que　par　mes　discours…》37）
　後年，《PeRS4es》その他において展開されるパスカルの醤学的な世界観の原型のいくつかが，
早くも1648年代の手紙のうちに聡瞭にあらわれていることに注意しよう。ここにうかがわれる思、
想内容の霊的特質は，一そう深められこそすれ，決して質的な変化をみせることはなかった。そ
の一例として，たとえば第1の手紙に引用された「欝人の手引き」の比喩は，第11プロヴァンシ
アルにおいては，ジェジュイットを烈しく糾弾する言葉として胴いられ，corps－espritの対立
とその関係をめぐる考察は，この世界に残された神の像，真理のイメージに関する思想となっ
て，《Pens6es》の申にいくつかの見事な断章を生んでいる。恩寵をひたすらに願いもとめる姿
勢は，やがて《Ecγits　S1るゲ　1α　Gγ凌Ce》（特1こ，　Disciples　de　saint　Augustin》の個所）中の愚
寵論にまで発展して行く。
　わたしたちは，この小論において，嗣心薩後のパスカルの信伸的ありかたが，ほとんど晩年に
至るまでのかれの全部の霊性の特長をそのままに萌芽としてあらわしていること，そして，それ
がサン・シランの生きた精神的潮流の巾にまったくひたされたものであったことを見てきた。重
ねていえば，それは決してある特異な教義の伝承ではなく，一つの敬菱の型，一人の現実の人間
によって生きられた一つの輿体的な儒仰的実存のすがたに追随したものであったと言えよう。そ
して，ジャカール氏の述べたように，この人々は，　「内なる純粋の教会」を建設しようとのほか
のねがいは持たなかったのであり，その教会をただ「内的な，霊的な聖性」によってのみ堅固に
しようと努めたのである38）。このあと，わたしたちはパスカルが父の死を経て，霊的な危機の段
階を逓り，　「決定的回心」に達して行く過程を，やはりその著作と生涯の諸事件によって，確か
めっっ，サン・シランとの関連において見きわめて行くとともに，他輯，惑のサン・シランその
人の歩んだ事跡と思想の形成とを源泉に立ち帰ってたずね，人々をゆさぶってきたその感動の性
質を多方面から明らかにして，パスカルへと通じて行く精神史的な出来事の重大な意味をできる
かぎりさぐってみたいと思う。
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